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被 服 構 成 学 へ の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ3.      ― タ ー の 導 入

和 洋 女 大 文 家 政　 ○ 吉原 頼子

東 京 理 大 工　　　　　 蟹江　壽

C(社) 日 本家 政学 会

( 1  ) 袖 山 設 計

的　 被 服 構 成 学 実 習 に お い て 立 体 裁 断 で 得 た パ タ ー ン の 平 面 展 開 に パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ユ

タ ー を 利 用 す る こ と を 目 的 と し て 研 究 を 行 っ て い る 。 今 回 は ベ イ シ ッ ク な セ ッ ト イ ン ス

ー ブ の 袖 山 の 設 計 を し そ の 設 計 図 を も と に 袖 の 試 作 を し 、 試 着 を 行 い 各 設 計 図 の 比 較 検

を し た 。
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袖 山 部 分 を 水 平 方 向 に ぶ 分 割 し 、 さ ら に 袖 山 線 か ら 前 袖 側 と 後 袖 側 に 。2分 割 を し た。

ら の ヒ ー ス の 寸 法 か ら 袖 山 曲 線 の 通 る べ き 代 表 点 を 求 め 、 そ れ ら の 点 を 滑 ら か に む す

山 曲 線 を 決 め た 。 こ の よ う に し て 決 め た 袖 山 曲 線 を も と に 前 肩 部 位 、後J";肩 部 位 を0.  S

隔 で ｊ 段 階 に 変 化 さ せ 、 袖 山 曲 線 の 形 状 及 び そ の 長 さ （ い せ 量 ） を 変 え た 。 こ れら の

計 図 に も と づ い て 袖 試 料を 制 作 し 、 従 来 か ら の 平 面 製 図 法 に よ る 袖 山 曲 線 と そ の い せ

び 袖 山 形 状 の 安 定 に つ い て 比 較 検 討 を 試 み た 。

結 果　 袖 山 曲 線 は ぶ 次 のLagrange 補 間 式 に よ っ て 代 表 点 に あ て は め 、 そ の 長 さ は 数 値 積 分

に よ っ て 求 め た 。 従 来 の 採 寸 に よ る 平 面 製 図 法 の パ タ ー ン と 立 体 裁 断､法 に よ り 平 面 展 開 し

た パ タ ー ン に 袖 幅 と 袖 山 の 高 さ に 差 異 が 生 じ た 。 こ れ は 平 面 製 図 で は 設ft  時 点 で ゆ と り 量

が 考 慮 さ れ て い る た め で あ る 。 今 後 こ の 点 に つ い て 考 え て 行 き た い 。

B 36 着衣によ る動作の拘束

一一一歩行への影響につい て一一一

昭和女 大家政　 清水薫　 日野伊久子　 ○猪又美栄 子　 加藤理子

＜目的 ＞運動 機能性の優れた衣服の設計を目 的とし て、着衣の歩容（ 歩 きぶり ）への影

響を 観察・測定し 、歩行・階段昇 降等 の日常動作にお ける、スカートの形態による拘東性

の違い につい て解明 する。

〈 方 法＞被 験者は 普通体型 の女子学生６名である。フレアースカート１種とスリットの

縫い止 まりの位置が 異なるタ イト スカ ート３ 種の合計４種のスカート に、比較のための水

着 、トレーニングウェ アーを 加えて計６ 種の着衣で実験を行なった。タイト スカートの縫

い止 まりの位 置は次 のとおりである 。タ イト１：脛骨 点の上lOcm の位置、タイト ２：脛骨

点の位置、タイト3    :  脛骨点の下lOcn の 位置。なお 、スカート４ 種の着用順序はランダ ム

とした 。実験方法は 、あらかじめ足底にベビ ーパウダ ーを つけた被験者にラシャ紙の歩行

路の上を歩かせて足跡を記録し、歩幅・ 両足間距離を 計測し た。同 時にビ デオレコーダ ー

による記録も行なっ た。さらに、歩行・階段昇 降の場 合の４ 種のスカート の拘東感につい

て官能検査を 行な い、検討し た。

＜結果＞（1）歩幅に着衣の影響が みられ た。 ストライド長（ たと えば 、右躇 から 次に着地

し た右躇までの距離 ）の平均値は、ト レーニングウェ アー:116.7C1II , フレ アー:115.8C11  ,

水着: 115.0C1D , タイト1 :113.Ocm, タイト2:109.OCB  ，タイト３:100.6C1IIである 。（2）両

足間距離には、１名を除いて着衣の影響はみら れなかっ た。(3) 官 能検査の結果 、歩 行・

階 段昇 降のい ずれの場合も、拘東感のスカート の種類が1  % の危険率で有 意であっ た。ま

た拘東 感の強さは 、階段昇・ 歩行・ 階段降の順に表 われ た。


